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近年においから得られる様々な情報を産業や医療へ利用しようとする取り組みが行われており，

複数ガスの同時測定が可能なセンサの需要が高まっている．複数のガス感応膜と電位センサアレ

イを組み合わせた，画像出力型CMOSにおいセンサによる複数ガス同時測定が試みられているが，

感応膜それぞれが異なる特性を持つため[1]，すべての感応膜の同時測定ができていない課題があ

る．本研究では CMOS においセンサに様々な検出原理・動作特性を持つ複数種類の画素を混載す

ることでガス感応膜に生じる変化の同時測定を可能とし，ガスやにおいの計測対象を拡大するこ

とを目指した． 

ガス感応膜の電気的特性の多項目同時計測は，電位検出画素と抵抗変化検出用画素の混載型ア

レイセンサによって実現する(Fig. 1)．抵抗値や容量，また水分量など，ガス曝露によって生じる

感応膜の変化に対し，最適な検出機構を有した画素を配置することで，多種感応膜に適応可能に

することができる．画素の混載型アレイ化にあたり設計パラメータを統一できる構成を検討した． 

電位検出画素ではガスの吸着によって生じる動作特性線のシフトを利用し，ある動作点におけ

るガス暴露前後の変化を電位差として検出している．しかし，この特性を示す動作点の範囲はガ

ス感応膜によって異なり，同一の動作点ではガス検出ができない感応膜の組み合わせがある．感

応膜ごとの特性線を同一の動作点範囲となるように調整できれば，複数感応膜での同時測定が可

能となる（Fig. 2）．これは画素内センシングトランジスタの閾値調整により実現でき，基板バイ

アス効果の利用とチャネル不純物濃度の調整を利用した画素を設計した．またガス感応膜の抵抗

値と膜内電荷密度変化を検出する画素も設計した。これらを混載して 32×32 画素アレイとしたチ

ップを作製した(Fig. 3)．試作したチップの画素はそれぞれ異なった動作特性を示したことから，

画素混載型アレイセンサは多種感応膜の同時測定が可能であると考えられ，ガスやにおいの計測

対象拡大が期待できる． 
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Fig.1. Mixed-Pixel Array Sensor. Fig.2.Gas sensing properties of pixels. Fig.3. Fabricated sensor chips. 
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